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 入学してから１ヶ月半が過ぎ、１年生もすっかり学校に慣れ、元気に日々の生活を送ってい

ます。また、私をはじめ新しく赴任した教職員も大和小に溶け込み、大和小のために地に足の

ついた取り組みをしていこうと気持ちも新たにしているところです。 

１３日の土曜日には、甲府市総合市民会館において、県民緑化まつりが開催されました。本

校からは「緑の少年少女隊」として活動している４年生が代表して参加しました。大和小学校

は、令和４年度に全日本学校関係緑化コンクールにおい

て、学校林活動の部で「国土緑化推進機構理事長賞」（県

内で１校のみ）を受賞したため、記念式典の中で紹介して

いただきました。大和小緑の少年少女隊として長年活動し

てきた成果が認められての表彰ということで、大変誇らし

い賞をいただけたと思っています。賞状はまだ届いていま

せんが、届き次第子どもたちにも紹介し、引き続いての活

動の励みとしていきたいと思います。 

 

◇地域で活躍する子どもたち 

〈勝頼公祭りでの太鼓披露〉 

４月２３日の勝頼公祭りにおいて、太鼓演奏を披露しました。練習してきた成果を存分に発

揮し、素晴らしい演奏発表となりました。 

また、この日は「ふるさと学

習会」として、地域において農

業等で活躍している有賀利充さ

んを講師にお迎えし、ご自身の

経験を交えながら大和町のこと

をみんなで考えるためのお話を

伺うことができました。 

 

〈諏訪神社の清掃活動へ参加〉 

本校では、地域で行っている諏訪神社の清掃活動に年間

で各学年１回ずつ参加することになっています。１回目

は、４月２５日に４・５年生が参加して活動を行いまし

た。 

地域の方もみなさん子どもたちのことを知ってくれてお

り、楽しく話をしながら活動しました。地域の方々と関わ

りながら、地域で育てられていると感じる瞬間でした。 



◇大切にしていきたい取り組み 

〈人権感覚の育成（いじめのない学校をめざして）〉 

弁護士会から大島先生を講師に迎え、４・５・６年生が人権に関する学習（出前授業）を行

いました。今回は、ネットいじめに焦点をあてて授業をしていただきました。LINE やオンライ

ンゲームを例に、ネット上でのいじめの問題について何が問題で、どう対処すればよいのかを

先生の話を聞いたり、自分たちで話し合ったりしながら学びました。 

顔が見えないことで心のコップが見えなくなってしまうこと、一気に拡散してしまうこと、

ネット上に残ってしまうことなどの怖さを学び、どうしたらよいのかを考えました。 

子どもたちは真剣に話を聞き、全員で対処法を考えることができました。 

「いじめのない笑顔あふれる楽しい学校」をめざして、児童、教職員、保護者、地域で協力

して取り組みを進めていきたいと思います。 

また、子どもたちの感想からも、本物の弁護士の先生を招き、リアルな話を聞くことで、そ

こから学ぶことは大きかったことがわかりました。これからも様々な体験活動を大事にしてい

きたいと思います。 

〈児童総会〉 

 ５月１０日に児童総会が行われました。児童会執行部の児童に案内されて会場に入ったとき

から、やる気にあふれる雰囲気を感じました。厳粛な雰囲気さえ感じるスタートから会の終了

まで、ふざけたり、無駄口をきいたりする児童は誰一人いませんでした。真剣な表情で姿勢も

よく、手の上げ方もピシッとしていました。そして、一人一人が全体の前で堂々と意見を言う

ことができていました。議長が発言者を全員名前で呼ぶことで、全員が主人公として会が行わ

れているところも大和小ならではの良さであると感じました。 

 原案検討がすべて終わり、最後の「その他」の項目で、執行部から「いじめを絶対に許さな

い取り組みについて考えましょう」と議案が投げかけられました。その場で各学年話し合い、

一年間守っていくことを発表し合いました。子どもたちのいじめをなくすことへの意識の高さ、

そして、早速、人権教育出前授業で学んだことが生かされていることをうれしく思いました。 

【大和小児童会 スローガン】    

『３６人の輪 笑顔あふれる大和小』 

【スローガン達成のための３本柱】 

  「礼儀正しくきれいな学校」 「明るく仲のよい学校」 「思いやり協力する学校」 

【各学年から出されたいじめをなくすための宣言】 

 〈３年生〉・いじめになることをしない。 ・悪口を言わない。 ・仲間はずれにしない。 

・ゆずり合いをする。 ・やさしく注意する。 ・つきまとわない。 

 〈４年生〉・悲しんでいる人がいたらすぐにスポンジになって助ける。  

・差別をしないで平等にやさしくする。 

〈５年生〉・小さなことでけんかしない。 

・お互いの意見をしっかり聞いて大切にする。 

・相手が傷つくことをしたり、言ったりしない。 

・相手がうれしいことをしたり、言ったりする。 

〈６年生〉・相手のことを考えた発言・行動をする。 

・自分がやれられていやなことは、人に絶対しない。 


